
 

 

「あなたは誰？」                         「あなたは誰？」 

「私は泡瀬」                             「私は泡瀬」 

「あなたは私じゃない」                    「私は、あなただよ」 

世界設定：本当は怖い現代日本 

タイプ：協力型 

PL 人数：４人 

リミット：３サイクル 

使用狂気カード：16 枚 

推定所要時間：４時間 

 

 

マルチジャンルホラーRPG インセイン 

泡瀬鏡 

PC1 

 目を覚ますと、あなたは薄暗い屋敷にいた。 

 他にも人間がいる。彼らは味方だろうか……。 

 あなたの【使命】は日常へ戻ることだ。 

PC2 

 目を覚ますと、あなたは見知らぬ屋敷にいた。 

 寒さだろうか、体が震える。 

 あなたの【使命】は温かい日常へ戻ることだ。 

PC3 

 目を覚ますと、あなたは見知らぬ屋敷にいた。 

 いや……確かに見覚えはないが、何かを知っている気がする。 

 あなたの【使命】は素晴らしい日常へ戻ることだ。 

PC4 

 目を覚ますと、あなたは見知らぬ屋敷にいた。 

 不気味だ。こんなところにはいられない、一刻も早く帰りたい。 

 あなたの【使命】は愛しい日常へ戻ることだ。 



 

鎸鯹ⰻ㺁חꟼׅ׷岣䠐✲갪 
 䚍ⴽ׆׵״חⰋג♲➂獥כչ䕹պׅדկ 

㼰㥍כ㼰㥍⟃㢩ך⡦罏׿ׇת׶֮׮ד չָ䕹պ邌鎸ׅדկ幉✉׾䬸ֶַֹ׾הְֿזי鑚׃ן
 ְׁז׿׭׀גֻז׸կ隁ׅתֶֹג
 

⤑㹅♳ծ䚓殯כ穄湍ד僇ַׁ׷׸せ⵸չؕؖىպד铡僇ׅתְג׃կ 
㼰㥍ך㪦׋׃׾䚓殯׮ծずׄ㪦ך➂꟦ך㼰㥍׮ծ׮׵׍וչ㣽楨պְֲהせ׾せ⛦׶ծ׾׸׉

荈ⴓךせאַ׶֮ד湱䩛ךせה׷֮ד钠陎ׅדך׷ְג׃կדךְ׃ֿװװ魂ִָׅתְגծف
ٖ؎儗חֲ״ְזׁ⳿׶ַ׏ֲכח孡ְׁ׌ֻגֽא׾կ 
 
 PC ꟦㼎甧ָ涪欰דֽ׌ְֲהְזיַ׃ծ⼿⸂㘗ה鎉׮ג׏䊴׃佄ִ׿ׇת׸׃׮ְַזկ 
 կׅת׃䱿㤺׾הְֿז׃⢪欽כ期孡ךչ钖㣐㥺䟝պדך׷׸床ׁד酅ָؤ؎ٓف 
׵㛇劤植➿傈劤ַכկ䟝㹀ׅד荈歋כ➭  16 卐ׅדկ 
 
גְאחؔٔشء鑫稢כ 16  آ٦ل
٥胜兝 

PC  կ׋׃ת׸ת䒷ֹ鴥ח㾊侲ך殯⚅歲ג׃鸐׾ծꖎג׏״ח䚓殯׷׸לㄎהպىչؕؖכ׍׋
 կׅת鋅ִחֲ״ך⿽㶨ד׷תծ׶ֶג׏ה׾ずׄ㪦ה㼰㥍٥㣽楨׌׿䒷ֹ鴥ח⵸⟄כىؖؕ 
 կׅדהֿׅ׀麓הպ׍׌׮הչה׏׆דծ殯⚅歲כ湡涸ךىؖؕ 
ծPC׶ꣲְז׵媷➂ָ饯ֿד⚥ךծ㾊侲כىؖؕ   կׅד⿼㥨涸ח׍׋
 
٥ؙٔ،勴⟝ 
 PC  կׅתְג׸ת䒷ֹ鴥ח殯⚅歲ָ׫ךծ뇸ג׃ה➜㯭׾ꖎכ׍׋
 㾊侲ד⚥ךさׇ׻ꖎ׾⡲׶ծ㪦׾䙼ְ嵤ַ׵ָזץせ⵸׾ㄎה׷ַֽןծꖎ׾鸐ג׃荈ⴓך⡤
 կׅת׶זחֲ״׷׸䨱ח

 կׅד〳腉׮הպֿ׷չ䨱ח⡤ך➂➭ծהעㄎ׾せ⵸ך➂➭׷ְג׏濼׾㪦ֹהךֿ
⡤♧חא㼎ג׃䨱׷׸뇸ׅדא♧כկ 

 
٥NPC  גְאח
 㣽楨כ植㹋⚅歲ד贇䖉׶ֶגֽ」׾ծ铡䖤ׁ׶׋׸搀椚ח鸬ְז׃׶׋׸ׁ⳿׸ꣲכ׶殯⚅歲
 կׅת׃הֲ׹ת殅ח
 կׅת׶זח䨌ꡙ׸䚓殯պָ植ך㜥さծչꖎ׷ׅהֲ׉⳿׸鸬׵殯⚅歲ַ׾ىؖؕ 
 랲䊛כ殯⚅歲ח厩׭׋׋׏ת׃גֺׅ׶תծ鸬׿ׇתֹדכהֿׅ⳿׸կ 
 



 

 

  

㼪Ⰵ    
奈琴はわたし、わたしは奈琴。 
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0.嚊銲 
 ば麦ַ׿זכ䚓ְ׃㾊侲׋׃תְח ח➂ה׷ְג׃׵ס׵ס⠓ְ׋׃ת 荈䊹稱➜ה
 יגִ׃ֶ׾暟ץ굸ז 㥨ֹ״ְְה׷ַׅ
 
 ؚٝصف٦ؔ.1
 Ⱏ鸐ׅדկず儗㢳涪涸կ 
 
 あなたの目の前に「彼」はいた。 

 「おはよう」 

 朧げな視界の中、彼はあなたに微笑みかける。 

 彼は誰だろうかと、重い頭で考える。 

 鏡を見ているのだろうか。 

 何故そう思ったのか？ 

 彼はあなたと同じ姿をしていたのだ。 

 

 彼が手招きをする方へ、ふらふらと歩く。 

 その先には広い部屋があり、同じように出てきたと思しき人間が３人。それから部屋の

中央に置かれたソファに少女が座っている。 

 「お腹空いた？ お菓子食べる？」 

 「他のものがいい？」 

 気がつくと「彼」はもういなかった。 

 あなたの出てきた部屋も、消えていた。 

 はじめから、何もなかったように。 

 
2.荈䊹稱➜ 
 ぐղ荈䊹稱➜ֲ׳׃ד׷ׅ׾կֲ׳׃ת׃կ 
 㼰㥍ծؕؖכىչֶ׃זג׮պה獥ג׃굸ץ暟ׅת׃⳿׾וזկ 
 կֲ׳׃תִ♷ծי㼥׾暟ץ굸ז㥨ֹֻז־׶ׁ 
 굸勞せכך׮׷׸ׁ⳿ל׸֮ד欰ׅדך׮կ 

俱椚せל׸֮דծ鋅׋湡ח殯䌢׿ׇת׶֮כկ 
 
2.1 굸׷ץ 
 կ׿ׇת׶֮כ㄂װְֶחחծ欰䧭暟דךְז׋䭯׾㄂鋙٥㌙鋙䞔㜠כىؖؕ 
 宏麣宏׮׶״♶㄂ְծהוז䠬ֲׄ׳׃דהֿ׷կ 
׋ץ굸דֿֿ  PC ץ굸ַך׋ץծ굸דך׷זֻז遤ִ׾荈涪涸膴衅ד䨌ꡙךה䚓殯պךչꖎכ
 կׅתֶֹג׃然钠ה׶ַ׏׃כַך׋׏ַז
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2.2  ׷י㼥׾暟ץ굸ז㥨ֹחىؖؕ

「人間の食べ物。動物のエサではなくて」 

 կׅדずׄה➂׷ְגֽ⻉כ暟ץ굸ז㥨ֹךىؖؕ 
 կׅד暟ץ굸ז㥨ֹך㣽楨כך׷瘶ִדֿֿ 
 
 



 

 

  

ً؎ٝ    
少女が見ている。見ている見ている見ている。 
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 կׅתְג׃涫㜥ח٦ٝءךגⰋכىؖؕ 
 嚂חֲ׉׃կ֮כְ׷ծPC  կחֲ״׷湊鋔ׅ׾׍׋
 㣽楨⳿植䖓כ➂ד⟗葺ֻׅתֹגְאկ 
ך⚥ؤ؎ؑؿٝ؎ً  PC  կׅת׃涪欰ָزٝك؎ַא䘔ׄծְֻחוז⹛遤ך
 
٥PL כ׋ת PC ָծ㪦鋅הأٓؖ׾铡僇ׅ׷زؐ،سٝع⿫撑ؕؖךפى毟䙀׾〡׷ׅח 
 「だって、鏡はわたしが映るんでしょ？」 

 「映らないもん」 

 
٥랲䊛涫㜥儗 
 「[PC1]？ お前も来られたのか」 

 「私はもう少しここにいる。もう少し……永遠かもしれないなあ」 

 「外に出るときは呼んでくれ。本を持ち出せるといいが」 

 膴⳿倯岀גְאחוז㼥׮גיծ劤׶ַל铣גְד׿濼הְז׵瘶ִׅד׫ך׷կ 
 

「時に、なんなんだろうな、『あれ』は。好きな食べ物を尋ねてきたと思ったら得体の 

知れないものを出してきたりして」 

 彼はかさぶたのできた右手を見せる。 

 「私はここに来る前怪我をしたのだがね、はじめ『あれ』は左手に怪我をしていた。 

……ところが右手だったんだ、ここでは『あれ』の怪我も、私と同じく」 

 「いや、本来が左だったのかな？」 

「私が私だと思っているものは正しく『私』なのだろうか」 

׵ַ׻ֻ״ַ׌׿ז瘶ִծהչ➂պֹה׋׸׻㉏׾暟պץ굸זչ㥨ֹחىؖؕכ랲䊛ח׫ז׍ 
 կׅתְג׸ׁ⳿׾ך׮ְז
 
٥랲䊛ך猼㺘ⰕꟚ䖓 
׷ְג׏䭯׾䩛䌘պךչ랲䊛ؤ؎ٓف  PC  կׅת׃床׾䩛䌘٥鷄鎸պךչ랲䊛ח

 

٥؟؎ؙٕ湡穄✪儗 
 どこかへ行っていた奈琴が姿を現す。 

 その手には鋏が握られていた。 

 「わたしたちのお城から出ていって！」 

 
 㣽楨ָٓٝחيت鼅׌׿湱䩛ח㼎׃䨌ꡙ׾➬䱦ֽׅתկ 
 կׅתֹדָהֿ׷䠬ׄהպ׷֮ד➂չⴽה׷ׅ⸆䧭חⴻ㹀ךדշ痥Ⱈ䠬ոדֿֿ 
 㺁㪦כ⯓玎׋ְדתչ㣽楨պהⰋֻず♧ׅדկ랲㶨ך⡘縧׮魂׿ׇת׶׻կ 



 ؤ؎ؑؿٝ؎ً

 8 
 

媷׶ַ׏ֲ  ׅآ٦ًت⟃♳ָىؖؕה侯㼎ׅת׃կֿ պ׶չ䙫ג׏ֻׯ岛ֹׄכד媮ꥡך
ծָؙׅדֽ׌׷׸׋䭯׾ ׶זחהֿ׷銒ְַַהֲ׉ר徦׾뇸׆婍ׁ׮妀晙כדأؙحو؎ٓ
 կׅת

「奈琴がしんじゃった！」 
 
 䨌ꡙ穄✪儗「奈琴をいじめないで！」などה鎉ָىؖؕג׏姺ח׭Ⰵזֲ״׷怴⳿׾䮠ׅת׫կ 
 㼰㥍ָ״׷ִס 

䨌ꡙ׾➬䱦ֽ׋׸׵ PC  կׅת׃栻䖤׾չ䩛ꖎպؤ؎ٓف׆׵״ח⹧侁כ
衅׾ך׮׋ְג׍䭪ַה׋׏ծַה׿זկ 

 手鏡は僅かに発光し、姿見の部屋を⺬す。 

 

 㣽楨ָ欰ֹל׸ְג؟؎ؙٕ湡Ꟛ㨣儗زؐ،سٝعחչ㣽楨պ׾ⰕꟚׅת׃կ 
 
٥さׇ׻ꖎ׾⡲׷ 
 手鏡が突如光り、目の前の姿見とそっくりの鏡に変化する。 

 ２つの姿見が作り出す無限の空間から、何かが落ちる。 

 日記帳のようだ。 

 
׋׃䖤》׾傈鎸ה「？どこ、[PC]」ָىؖؕ  PC 涪鋅כ㜥さ׋׏ַז׃הկ䭪ֲֶׅת׃䱱׾
罏ׅדկ 
 PC  կֲ׳׃ד׷זחהֿ׷־⫘׾껷כ㣽楨װ׍׋
 彼はそこにいるのだから。見えているのだから。 

 「わたしのこと嫌いになった？」 

 「だって、いなくなっちゃったのかと思ったから」 

 「いつの間にかみんな、いなくなっちゃうの」 

 「[PC]はいなくならないよね？」 

 
 չז׿׫պגְאח㼥׮גי䙼ְ⳿ׇהְז瘶ִׅתկ 
 ⹞麩ְַזծדתה鎉ְ⳿ׅ㨣劣ׅדկ 
 
 さׇ׻ꖎ׾錁㻊ׅ׵ז׷ծ➂כ僥׿ׇת׶կ鿇㾊ָֽ׌㤴פ㤴פ䎢ָׅתְג׏կ 
 կׅת׶僥כחꖎׇ׻ծさָ׿ׇת׶僥חꖎכىؖؕ 
 さׇ׻ꖎך꟦׾ىؖؕחⰅׅתֺׯ׃כה׷׸կ 
 「奈琴がいっぱい！」 

 竲ְגծ⡦ַָ鶕׷ֻג׏䠬鋙ח銒ׅת׸׻կ⳿ׇׅת׶ת　לկ 
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٥ֶ⵸כ铩׌ծהꖎחぢַג׏鎉ֲ 
 㪦鋅ך猼㺘׾鋅׷⵸ח鑐׮ג׃⡦׮饯ֿ׿ׇת׶կ 
 
 ガラスの向こうには誰もいない。 

 誰だろう、お前は。自分は。 

 [PC 名]、そんな名前だっただろうか。 

 他のものではなかっただろうか。 

 「お前は誰だ？」 

 声が聞こえる。それは自分の声によく似ている……。 

 そうだろうか？ 

 近くの人間が自分に化けている、いや自分が誰かに化けている……。 

 本当の自分とは、なんだっただろうか……？ 

 「なにしてるの？」 

 少女が、顔を、覗き込む。 

 奈琴と名乗った少女だ。 

 何故彼のことはすぐに思い出せるのだろう。 

 自分はこんなにも曖昧な存在だというのに。 

 
 



 

 

  

    أؙحو؎ؙٓ
名前。自分の体の名前。 

精神に名前はあるだろうか？ 
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٥膴⳿ 
 合わせ鏡を作り、その中で名前を言う。 

 何も映していなかった鏡の向こうに、倒れる「あなた」の姿が現れる。 

 あれがあなた。今ここにある体は偽物だ、早く戻らないと。 

 
䨱׷ֹדךהֿ׷ծ植㹋ך⡤כ PC  կׅת׶֮א鎘ך㣽楨ծ랲䊛ה

 荈ⴓך⡤ח䨱׵זך׷ծ膴⳿䖓ך㪦כ䊩〸⿾鯄׮גֻז׃׮ג׃圓ְ׿ׇתկ➭➂ך㜥さכ⿾
鯄ׅת׃կ 
 㣽楨כ⿾鯄ׅת׃կ랲㶨ָ〸湡ׅת׶זח♴ךկ 
 PC2 ծPC4׋תկְְ׮ד娤⡤ׅתֹד׮ծ欰鼧ָׅד㣐䚓䧮כ  կׅתְחずׄ㜥䨽ה
 
٥㣽楨װ PC א䭯׾պ׶չ䙫ָىؕؖ׷ְג׃媷׾ PC ָ㶷ㄏ 
 䙫ָىؖؕ׷׸銒ְַַׅת׶կ㐻暟דךזֹאـٌך⟗꟦ח鋅䰍ְ׵אה׷׸׵גկ 
 
 ׷ׅהֲ״⳿ג׸鸬׾ى٥ؕؖ
 կׅת׃⹛饯ָزٝك؎澓꟦׋׏Ⰵח꟦ךꖎׇ׻さָىؖؕ 
 ꖎך䚓殯ָ鶕ׅתֹג׏կչ׸׉պךىؖؕכ膴⳿湫䖓ח⳿植ת׃ ׅPC 縧ְ׾ىָؖؕ׍׋
כ钷㼪׷ׇׁ׭⹡׾׶ָ׿׃חծ㼰㥍ח׭׋ךկ筜鶕䠬ְזֿכג⳿ח㹋ꥷ׵ז׶׮אְֻג
կPL٥PCחֲ״ְז׃ 䲿周׵ז鏩〳կ 
 կׅת׃⳿膴ּׅל׸ծ鸐דך׷僥דֽ׌׷ְח꟦ךꖎׇ׻さכ㪦ךىؖؕ 
 
٥㣽楨׾⽃⡤ד鸬ג׸遤ֻ 
 铡䖤ׅ׷㜥さչ㣽楨ה♧筰պְֲה勴⟝ׅת׃⳿׾կ꿉ׇל傍ְկ 
 կׅת׸׵ׇׁ⳿膴ח⽃知דך׷׭実׾ֽ⸔חչ㣽楨պ׵זֻב⸃ 
 կׅת׃ծ㪦ָ⿾鯄׭׋׷ְג׃钠陎ה㶷㖈ך⚥ךꖎ׾הֿךىؖؕ 
 
 ׷⳿ג׸鸬׾㣽楨הى٥ؕؖ
 ♧筰׵ז➂וקׁחהֿ׷⳿׮ה䫺䫑䠬׾爙ֲׁ׳׃דְזկ 
չ㢩պכىؖؕחկ暴ׅד׹ֿהְ׃妜כְ׵٦ֻٕٗך׭׋׷䠐陎ׅ׾鎉ִծ➂ָ㢩כה 
 կדךְז׋䭯׾濼陎ך
 㣽楨כ⿾鯄כىָׅؖؕת׃⿾鯄דךְז׃ծ膴⳿䖓כꖎⱖך׃⿽㶨ׅת׶זחֹו׮կ 
 
 ׅ⳿׸鸬ד⡤⽃׾ى٥ؕؖ
 铡䖤ׅ׷㜥さչ㣽楨ה♧筰պְֲה勴⟝ׅת׃⳿׾կ 
 佝׶鴥׮ג׏הדך׷⳿דֽ׌׬知⽃կ 
 钠陎׷ְג׃㣽楨ךתתך׉㪦ד㶷㖈ׅדך׷⿾鯄׿ׇת׃կ 
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 ׅ⦜׾ى٥ؕؖ
 䝰חֲ׉׃徦׷׸ׁר㼰㥍ך㪦׾剑䖓חծ孡ָהֻאꖎך⵸׋׃תְג׸⦜דկ 
 㣄衅ׅדس٦ؒٝؾحعזֲ״ך׍կ 
 
 ׷婍➂♧הى٥ؕؖ
 կג溪⡂׮וזկ〡锃ׅתֽ⻉ח➂♧ך剑䖓ָىؖؕ 
 垷⦺ׅ׷➂꟦ךⰋ׾ג濼׿ׇת׶֮כדֽ׻׷ְג׏կ⯓玎׋ְדת➂꟦׾הֿךⰋג䘌ג׸
 կ׿ׇת׸׃׮ַ׷ׅ׾⹛鎉ְז׻さך鴢醬װװծ׶֮׮הֿ׷ְ
 կׅת疭ְכىծؕؖ׹׃ח׷֮ד䚍呓ְֲֲוָ⯋ 
 「いらっしゃい。待っていて、すぐにお茶を出すから」 

 
 婍ׅ➂♧׾ى٥ؕؖ
 去る間際、悲鳴が聞こえるような気がした。 

 「行かないで！ ひとりにしないで！」 

 それは自分の声に聞こえたが、自分の口から出た言葉ではない。 

 ……そうだろうか？ 

  



 

 

  

䞔㜠    
少女は無限に増殖する。 

あなたが観測している限り。 
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䨌ꡙ欽ة٦ر 
 
㣽楨؟؎ؙٕ湡ך剑䖓ח⳿植ؙٓ؎أؙحو瘝ד PC ָ銒ֲ 
 㾩䚍欰暟 
 腘㪬䏝 

欰ㄏ 
㥨㣼䗰濼鋙 
暴䪮շ媬䩧ոշ䧮䢧ոշ汤׫ո 

 ս㛇劤余䷼վշⵝׅո 
 ս⽬ꤹ䠬濼վշ汤׫ո 
 ꍭծ麦䧭⦼կכկ䖤暟׷ָ׋׃ⵖ⯓דزحٗف 

շ搶⽱ոָ䛊䙳䗰կ 
 
ד瘝أؙحو؎ؙٓ ىؕؖز؝ش PC ָ銒ֲ 
 㾩䚍䚓殯 
 腘㪬䏝 

欰ㄏ10 
㥨㣼䗰濼鋙 
暴䪮շ䣮ְոշ䩛鍗׶ոշ暟갈ոշ幉尔ո 

 ս㛇劤余䷼վշ幉尔ո 
 սְֿ׻վշ幉尔ոֹה׋׸ׁחزح؜٦ة䛊䙳ⴻ㹀ׇׁ׷ 
 膴衅׷ׅהֲ״׃կ 
 շְֶחոշ㄂ոה㣽楨ך䕎ל׸ְג׃׾շ搶⽱ոָ䛊䙳䗰湱䔲կ 
 
 ׷ֻג׏銒דأؙحو؎㜥さؙٓ׷ְג׃❕劤孡չ➂暟պָ娤ىؖؕ
 㾩䚍䚓殯 
 腘㪬䏝 

欰ㄏ15 
㥨㣼䗰䚓殯 
暴䪮շ䙫׶ոշ䞔兝ոշ幉尔ոշ꩕뇸ո 

 ս㛇劤余䷼վշ幉尔ո 
 ս֮׶לվշ幉尔ո׾آ٦ًت⼱ⴓ畭侧ⴖ䰍ג剑㼭زح؜٦ةד♳׋׃ח魂刿ծ魂刿⯓
 ׷魵ׇדշ幉尔ոכ
 սִֹ׹վշ䙫׶ո㣐凐׸կ1D6 ׃㼎ח♴⟄➂ 1D6-2  آ٦ًت
 չ䙫׶պך㼎韋⟃㢩כח㛇劤涸ח余䷼ְז׃կ䎨ְ甧׵ז׷ׅוזגⴽկ 
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 劤孡儗ךىؕؖ×ـٌ
 㾩䚍䚓殯٥㐻暟 

腘㪬䏝3 
㥨㣼䗰䞔⹛ 
暴䪮շ䝜ןոշ䧮䢧ոշㅵ׫׃ոշ汤׫ո 

 ս㛇劤余䷼վշㅵ׫׃ո 
 ս㜠䗁վշ汤׫ո 

秘密：名は「スガタミ」「アワセ」「ナコト」 

 人を表現しているのだろう。それは２本の棒で全体を支え、布を纏い、２つの穴をこち

らへ向ける。 

 
ꖎך䚓殯ؕؖ׾ى鸬׷ׅהֲ״⳿ג׸㜥さ銒׷ֻג׏ 
 㾩䚍䚓殯 
 腘㪬䏝 

欰ㄏ25 
㥨㣼䗰濼鋙 
暴䪮շ灶㠨ոշְֶחոշ鷄騊ոշ暟ꤣոշ农랲ո 

 ս㛇劤余䷼վշ农랲ո 
 ս鸬䷼վշ鷄騊ո 
 ս㜠䗁վշְֶחո 
 ս《׶䤊ֹվշ农랲ո 
 կְז遤ִ׾荈涪涸膴衅כ罏׋ぢְח׸ֿ 
 䮶׶ぢְַז㜥さծㄏ⚥٥㔐鼘ח酡姻կ 
 կְז遤ִ׾荈涪涸膴衅׮罏׋׃ח〡׾׃זג׮ֶ 
 全てを食らわんとする闇がそこにある。 

 それの通ったあとには、虚無しか残らない。 
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NPC 鑫稢 
 㣽楨כ㼭厑ז娕կ⽃ח䎒ְֻזדֽ׌ծ涪肪׮䝤ְׅדֲ״կ 
 PC ⦐ⴽךפ䱿㤺耵噟ָ׿ׇת׶֮כծչ陨㻊պչ翯耵罏պךוזչ䋐孖׾㸚׶׋׏佸ׅ׶׋׏
ךְְ׮ד׿ז׵ז♳䎃דךזⴓ⼧דկչ㣐➂պ׋׃ת׶ꨜ㔲孡ָ֮׷䯴ה׷罏ְָךպ耵噟׷
 կו׸ֽׅד
ծֻؕזכד٦䚍ةٍؙٓؗך➂⦍  ְזֻ׋׶ծ䌓כךְֲה㱾䝤䠬䞔ך㣽楨׷㼎ׅחٔ؞ذ
椚歋ג׃ה剣欽ה׷֮ד䙼ׅת׸׻կ 
 㣽楨ה䠬䞔ⴻ㹀ׅ׷㜥さծ㢩׷ָ׋⳿חչ䎊ׇպז PC ꨇכך׷䖤ׅ》׾䠬䞔ךأٓفפ׍׋
 䗍㦩կכկ䠥䞔ְׁ׌ֻג׭镘כ⥋期ה䘝铆חկ暴ׅדְ׃
䖤ծ嶊》׶䙫ה媷ׅ׾➂կׅד䖤》أٓفח㛇劤涸דךז㥨䠐涸ל׸ֽז⳿ָ׃媷➂כىؖؕ 
徦כ钠陎ز٦ؕؐٝظדךְזֹדկ 
 㣽楨כחչ㼰㥍պְֲה䲽ⱖָָׅ֮ת׶ծ׸׉⟃㢩ך NPC 鎸鯹ךגְאח㢩鋅װ䚍ⴽכח
 կׅד黝㹅魂刿〳腉דךז׆כְזָ
 暴ח랲䊛כչֻך׻ַ׹䩛䌘պה鎉ְ׶֮דֽ׌ְ׋ծ♴ךせ׮גְאח劤箟⚥♧ⴖ鎸鯹ָז
 կׅד㣐魂⤑ⵃדךְ
 
ؕؖהىㄎ׷׸ל䚓殯גְאח 
 ꖎ׾㯭➜׃ה荈ך׵佄ꂁ瑞꟦חչ׍׌׮הպ׾䬸ֻ䚓殯կ 
 ꖎך⚥ך⚅歲ְזכדֽ׻ְֲההծ䙼ֲկؕؖכىꖎ⫷ֻזכדծ垷׋׃⡦ַկ 
 䒷ֹ鴥ָך׮׌׿嶊ִ׮ג孡ְָָזַאծ媷㹱ח㼎כג׃䙫׷垷圫կ 
 ⡦ַկ׋׫ծ植韋ׄךֽ׌䬸ֻ׾պ׍׌׮הչ׵ׅ׋מ 
㣽楨ָכىؖؕ  PC ٦ٗآ٦ًتג׃הוז㪬⸂ָ䓲ְպדךזկչ㶨⣘ׅת׶䙫׮ג׃媷׾
ٕ儗挿ד㔐鼘הְְ׮ג׃䙼ְׅתկ 
 㣽楨׷״ח PC 媷㹱׾䱰欽ׅ׷㜥さծ㣽楨כ⽯䏟ח꠹ח궪׫鴥׸תծַؕؖ׵ַֿוָى娤׿
׌ PC 鑩䔲כى䖓ؕؖך׉կׅת׶זחהֿ׷ֻג׏䨱ג׸鸬׾ PCך⩝暟ֻ׃׵䮶׷莸ְծ
㣽楨כהֿך䘌ׅת׸կ娤׌׿ PC ׾וז㔐䗁ծ姻孡䏝幾㼰կ⡦ַ毟䙀דת⦼欰ㄏ⸂ָ剑㣐כ
䫴ֻל׸֮דֲ״黝㹅䛊䙳ⴻ㹀կ 
 PC ⰻ䨌ꡙװ期孡דչ媷➂罏պָ⳿׮ג䙫דך׷岣䠐կ✲佦娤װ荈媷ؿ٦إכկً؎ٝؑؿ؎
ְ׃倜כ⚥ؤ PC ׋׃媷דֽ׌׷ֻג׸鸬׾ PC  կ׿ׇת׃惓כהֿך
 չ倜ְ׃ PCպך♳ؔٔشءח䠐㄂דךְזכ魂刿〳腉ָׅדծ䎔꩕כך׷ׅחוז鏣㹀涸ח
Ⳣ椚ָ꬗⦜דך׷זחչ剏ִָⵃֻպָך׮㥨ׅדְ׃תկ嚂תתך׉׵זך׷׭׃娤❕׮דկ 
 PC ծPCג׏֮ד׭׋׷׸׆ה䡾ָ䠐㔳✲׷׸ׁ⦜ג׃הչ㜠䗁պכך嶊ׅ׾㣽楨׋׃媷㹱׾
 կׅדךְזדכ劤䠐׋ת׮ךׅװ㟓ח椚♶㽴׾娤❕侧ך
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ְ֮ז׸׃׮ַ׷颵㉏ה㹋ꥷ֮׋׏颵㉏ךפ㔐瘶 
 
٥չ䕹պ 
 կ׾魂刿חוזպ➂ךչ֮װչ䕹㥍պ׵׋׏׌׿ז 
 亻〢俑הְזדַה麩ㄤ䠬ֲַ֮׹׌ך׷կ 
 
٥PC3  ׷꬗陎ָ֮ה㣽楨כ
 կ׿ׇת׶֮ 
 麓⿠ח⠓כך׮׋׏荈ⴓך㪦׾溪⡂׷䚓殯ծ׶֮דىؖؕ׶תאծ㣽楨׿ׇת׶֮כדկ 
 䖞ׅדְז׮דٝ؝ٔٗג׏կ㼰׮הֻזծךزؐ،سٝع䞔㜠כדկ 
 
٥PC4  铩כչ月➂պך鎸鯹ח猼㺘ך
 ꖎח僥׷荈ⴓ荈魦ׅדկ 
 
٥䠬䞔׾穠׷ץ湱䩛כ 
 㣽楨׮׵׍וכىؖؕה穠ׅתץկ 
 랲䊛כ劤ח㣄⚥ךפ➂➭דꟼ䗰׾䫴ֹ׿ׇתկ 
 
٥랲䊛ׁزٕؓؿرך׿せכ 
 չַֻ׹պה׷ׅח㔐俑ג׏זח稆侯ה׌䙼ְׅתկ 
 랲䊛犱烬ծزַٕؕؔ׌׿ז⡲㹺ְשկ 
 
 眔㔲ך׃זג׮ךى٥ؕؖ
 稆湫דךזչ聘պה׌欰聘ׅת׸ֻ׾կ䡸䝰ְזכկ 
 㼪Ⰵד㼥כך׷י굸✲ָׅדגְאחծ׸׉⟃㢩׮劄ׅת׃⳿ל׭կ 
 娕ך㼰㥍չ㣽楨պך濼陎ַג׃׵♶荈搫׿ׇת⳿כך׮זկ 
 ꖎ׿ׇת⳿׮يذ؎،װկ⳿׵׋׏ְזկ 
 
٥㣽楨כ⫊ך铩ָ 
 㹀׿ׇתְג׭կ 
 PC չָ㢩ד鋵ָ䗰ꂁְַזכדך׷ְג׃պְֲה倯ぢד铡䖤׋׏ַַח㜥さծչ㷕吤瘝ָ⾱
㔓ג׏֮ד鋵כ搀㹋պ׵ז❛幧ך⡭㖑ָ䎢ָ׿ׇת׸׃׮ַ׷կ 
 㣽楨׾鸬׸⳿ַׅやַכ⢪ㄏ麦䧭׵׿זח䕦갟׭׋ְזׁר⿹׾ծ֮׶ת䬧やה׷ׅ׶ַל
PC  י׿ׇת׸׃׮ַ׷׸佝縧ׁדתח׍׋
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٥㣽楨ך׷ְ׵ַאְכ 
 僴傈ַ׵կ 
 
٥ꖎ俑㶵כךזչ㼰㥍ך劤պֽ׌ 
 黝䔲ׅדְְ׮ד׍׏ו 
 ♴鎸ך鸐׶չꖎ俑㶵ְֲה׷֮ד✲㹋ח孡ֻבպכהꣲ׆׵ծך׉׋ת溪⩝וקׁכꅾ銲זד
 կ׭׋ְ
 
٥ꖎח僥׋ְג׏荈ⴓח麩ㄤ䠬׷֮כ 
 鋅䢪׋׸荈ⴓַֿוכה麩ֲծה䠬ׅׄתկ 
 ➭罏ծ暟כחוז暴ח⡦׿ׇת׶֮׮կ 
 կ׿ׇת׶ծⴻ倖勞俱ָָ֮׿ׇת׸׃׮麩ֲַ׵׋׃ה׏׳מ 
 
٥䩛ꖎ/璞ח僥׷荈ⴓֲוכ 
 㪦鋅؎ךزٝك⵸כ魂⻉׃ז麩ㄤ䠬ְֲה䠐㄂׵ז♳鎸ׅדկ 
 㪦鋅ך猼㺘׾鋅׷זְַכה֮׋ꖎ׮ח僥ׅת׶זֻז׵կ 
 
٥猼㺘鋅דأؙحو؎ؙٓוֽ׋׏ַז㪦鋅ؖٝ鋅׷ג׃ 
 孡ָ׵׋ְאꖎח僥ׅתְג׃׶׋׏זֻז׵կ 
 䙳ְ ֮ׄׯ䛊䙳ⴻ㹀կ׶ם׏װ䙳ְֻז ⯜ꤐկ 
 
 ך׷ׅي٦ؓؿأٝٓزג׏⯔כ䩛ꖎד׿ז٥
 暴ח䠐㄂׿ׇת׶֮כկ 
 㪦鋅ָ׋ְד׿⚛אծְֲה䲽ⱖ׮ד⼧ⴓז孡ָׅתְג׃կ 
 
٥㣽楨ח䩛ꖎ׾鵤׵׋׃鑥׬ 
 鑥ְׁ׌ֻג׃חֲ״ְזתկ 
 
٥铩ַךًٌך⳿植כؚٝى؎ة 
 㥨ְֹׁ׌ֻג׃⳿ד׹ֿהזկ 
 床ׅ湱䩛כչ㪦鋅ز٦ظךպך䞔㜠ך⳿䨽׾濼׮ד➂׋׏ָ׋׶ծٓٝ׮דيتկ 
 㪦鋅ꖎ㶨ך䖤׋䞔㜠כח⡦ַֽ׌א駈ְז׶ծ䚓殯ך湡ؕؖىח鋔钠ׁה׷ְג׸膴⳿
 կׅד湡涸ָהֿ׷ִ♷׾䞔㜠ְֲהְזֹד

















 

  
 

㣽楨 㣽楨劤暟ָ㶷ㄏ 㣽楨
㣽楨׃זג׮ֶך

㾊侲
㪦鋅

㪦鋅ز٦ظך
䩛鎸٥ⴖ׸畭

랲䊛
畢楨ך劤
㼰㥍ך劤

GM׍׮ֹך 铩ַًٌך
PC1 랲䊛ך䩛䌘

 㔳ؚٝى؎ة植⳿ךزؐ،سٝع
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ְַהמ׋ 

ꫬ結裇ٝٔفְַֻ׃灇瑔䨽 
 http://purine.squares.net/ 

 
⸔鎉瘝 
 劉茼溪➂Ⱙ讒剅聑 
 
⢪欽زٝؓؿ 
 Courier New 
 ٝ؎ؠرفحٗؿ僇劉⡤׃ֻאֲ 
  http://www.flopdesign.com/ 
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